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京都外科集談会第370回例会

昭和 35年 11月 28日

lllHiirthle細胞膜癌の l例

高則市立市民病院外科

尾辻貞夫・島田喜一郎

吾々は辰近p 左側頭部建癒を主訴とせる61才の女子

の腫癒を摘出し，組織学的検査の結果，稀にみる Hii-

rthle細胞腺癌と診断された症例を経験したので若干

の文献的考察を加えて報告した．尚p 本症例は本邦第

16例目と恩われる．

(2) 肺血管腫の l例

外科E 恒川謙吾・絵本達郎

58才の女子p 昭和35年7月胸部の集団レントゲン検

査に於て偶然右肺上野の円形（直径6cm）弧立性陰影

を発見された．自覚症状は全くない．

手術時， E重癒は右上薬内に認められP よって右上薬

切除術を施行した．［霊湯の大さは5× 5x 5 cm，球形，

比絞的軟く，線維性被膜によって包まれp 周囲肺組織

から明らかに区別された．割面は灰白色の索状物で区

域されたスポンヂ様構造を呈し暗赤色の血液凝塊で満

されていた．組織学的には腫蕩の主体をなす海綿様血

管麗の像と之に加えるに毛細管血管遁，血管内皮腫の

像が混在した．組織学的診断は良性血管腫である．

肺の血管腫は極めて稀であり，本邦に於いては本例

を含めて 5.g;ijのみである．よって全例を一括して考按

した．更に肺動静脈凄と比較検討を試み，肺血管涯と

肺動静脈jJとは別箇に取扱はれるべきである事を強調

した

追加 本 村忠司

動静脈Ifft部は特殊の民湯f.!nちHamangioma.)J('u-

roma, Glomustamor等が見られその際に、＇i然A.V.

Shaut像が現われる．

同様に考えると肺の動静脈凄部にも特殊の形で血管

腫を生ずる筈でこれを先天性奇型と演者の如く断ずる

よりもその得型から発した極疹と考える方がよいので

はないか．

(31 機崎膜ヘルニアの 2例

外E 域谷均・岩隠寛治

73才の男で胃癌を合併した傍食道裂孔へリニアの l

例及び64才の女でMorgagni氏孔へルエアの l例を経

験したので報告し若干の考察を加えた．

質問 木 村忠司

Morgagni氏 herniaとLarrey氏 Herinaの発生

率を問う．

答

本邦報告例では Morgagni氏孔ヘルニアは4.＿例，

Lar・rey氏孔へルニは l例です．

(4) 盲腸軸転症の I例

市立字和島病院外科

池内彰・横山敏・福田治彦

症例 55才の男子．

下腹部の姉痛を主訴として入院p イレウス症状を呈

する為直ちに開腹せる所，回盲共同間膜症を有し，盲

腸p 上行結腸起始部， 回腸末端が時計の針方向に 180

度回転しp 腸壁の一部壊死塁手孔を認めた．一次的に回

盲部切除を行い回揚横行結腸側々吻合を行い全治せし

めた．

(5) 直腸E重傷に対するE門括約筋保存的手

術の経験

質問

外I 料、 一彦・半田譲二

木 村忠司

周囲からの般痕により新E門管の狭窄を起す事はな

し、か？

答

第E例＜Rectumkrebs 61才合）に対してはSwenson

氏法を用いましたので比較的 Analr¥n号に近く Ana

stomoseを行いましたP 1('a 3cml, この部に対する

術後Strikturは周囲のNarbeによって圧迫されたも

のではなく，吻合部そのものの Strikturによるもの

で比較的簡単に之を切除し得ました．

(6) 難；合性下腿漬疹に対するカリクレイン

による治療経験

外科I 菊池晴、彦

約13年前より下腿潰疹を反復していた患者に対し，

ウリクレイン投与により，好結果を得たので報告す
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る．

従来，このような例に町いられてきた交感神経切除

術は，血管拡張効果は精々 1ヵ月位しか持続せずp 本

症例の如き，i台振に 1ヵ月以上要するような統治の波

疹に対してはむしろp カリクレインの如き，血管拡張

淘lを長期に亘り投与する方がp むしろ賢明でないかと

考える．

追加 木村忠司

職業に復帰してからもカリクレンで再発を防止出来

るかどうかを追求して欲しい．又 VitaminEむ亦有

効と思う．

(7) 外科領域におけるブドウ球菌の感性成

績について

市立字和島病院外科

池内彰・横山敏・福田治彦

外科第 l講座西島裕

細菌の化学療法剤，抗生物質剤に対する耐性獲得は

最近著しい埼加を示している．我々は最近4ヵ月間P

外科領域から分緩されたプドウ球菌22株について各種

抗生物質，化学療法剤に対する感受性を測定した. 1) 

耐性菌がキlI~ iに多い.2) ベニシリンF サルファ剤に

約半数が耐性を得ている.3) 現在ではクロラムフェ

ニコールp スtレプトマイシン，エリスロマイシンが

有効である 4) 高度重耐性菌がかなり多い.5) 有

効薬剤jの狭定は個々の分雄主lの感性試験により決定す

べきである．

(8) 制癌剤マーフィリンの使用経験

市立字和島病院外科

池内彰・横山敏・福田治彦

制癌剤マーフィリンを胃癌6例．結腸癒2例，胆道

癌p 乳癌，多発性骨髄腫，ウイルム氏履蕩各If何，計

15例の悪性鰻滋患者に使用し，その臨床効果を観察し

f二．

l 何らかの形で佐.11~ ，7 ；好転し，使用が有意義であ

ったと .＇B、われるもの15例中8例である．

2. 腹水胸水等癌性会J血液のN'i＇溜せる 4伊jには全例

に効果を認めた．

3. 全例に白血球数減少を認めずP 6例にはむしろ

増加を見た．

4. 副作用としての色素沈着は 500田g以上使用せる

7例中4例に認めムれた．

5・副作用の為に治療を中止せるものは l例に過ぎ

なかった

追加 木村忠司

制癌剤で撒R；イじした場合，当然通過障害が起り得

るp その様な場合，外科的に機械的障害を除き乍ら制

癌剤を使用すれば再発即ち絶望と云う考え方を近い将

来に改善し得ると思う．

(9) オスグット・シュラッテノL氏病と誤つ

た腔骨上端急性骨髄炎の 1例（抄録）

厚生年金玉造整形外科病院

加藤宏・田村哲男

13才の男子で誘因なくして左鹿骨結節部に疹痛を来

しp 圧痛，局所熱J蕗p 転い腫張が認められる他F 膝関

節運動正常でp 皮膚発赤，波動は全く見られずp レ線

所見上でもオスグット・シュラ γテル氏病の診断を下

し， bonepeggingを行う予定で，手術した所，黄緑

色膿の排出をみp 座骨上端の急性骨髄炎と判明した 1

例を報告した．病巣部は，小指頭大の空洞でP 肉芽を

充満し，壁は蚕食状凹凸不整で，硬化せずp新しい病

巣でありp 腐骨は認めない．腸骨より採取した bone

chipsを密につめP 創はー次縫合p 術後は化学療法を

強力に行い， 経過良好で，術後8週間以後関節機能正

常となりp 術後 l年後の状態で全く異常を認めなかっ

た．レ級学的にも経過良好でp 移植骨は生着，病巣部

骨硬化がみられた．

側 先天性習慣性族関節、j脱臼の治験例

厚生年金玉造整形外科病院

山本忠治・宮武正弘

先天性習慣性膝関節脱臼の2例に対し関節褒内方の

縮小総合と同時に，此の関節褒及び筋成形術を加えy

更に膝蓋靭帯の腔骨結節附着部の内方移動術を行っ

た．ス関白i'rf{欠損部は遊離半筋膜移植により略々良好

な成績をみたがp 早期手術のものは比較的儀能障害は

なく， 15才以上のものH膝蓋骨が大勝骨線開？自動路面

に不適合な変形をみる為，機能障害を飴し易いと.＇／：！.わ

れる．本症例の手術は多種多係になるボ要は脱臼の成

因P 即ちCI ）膝琵骨の発育不全形態異常＇ （目）大腿骨
外保発育不：；；：＇ ( lil）大腿骨の内方回転， CIV l腰骨結節
の外か附ιrv）膝議骨滑動路の発育不全， CVD外反
膝，（刊）大ILJi四頭併の側方偏 （~ ， CVll!）外股筋と内政筋
の不均衡CI¥. 1 ， 市~·： i'.' ！ ~び関節褒の弛緩等に対する精査，
を極めp 此等に対処した長もf.:l！辺のない方法を行い早

期機能訓練が良いと考えた．


